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カリスマ経営者の流儀。
権力や保身を捨てて理念を示せ 1

1970年日刊自動車新聞社入
社、編集局記者として自動車
全分野を網羅して担当。2000
年出版局長として「Mobi21」
誌を創刊。取締役、常務、専
務主筆・編集局長、代表取締
役社長を歴任。2014 年独立
し、佃モビリティ総研を開設。
自動車関連著書に「トヨタの
野望、日産の決断」（ダイヤモ
ンド社）など。執筆活動に加え、
講演活動も。

と
の
資
本
提
携
に
踏
み
切
り
、
ル
ノ
ー
か
ら
カ

ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
氏
が
送
り
込
ま
れ
た
の
が

１
９
９
９
年
。
こ
こ
か
ら
ゴ
ー
ン
体
制
に
よ
る

日
産
再
生
が
ス
タ
ー
ト
し
、
従
来
の
日
産
の
し

が
ら
み
を
断
っ
た「
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
」「
日

産
１
８
０
」
な
ど
の
「
コ
ミ
ト
メ
ン
ト
（
目

標
必
達
）」
経
営
に
よ
り
わ
ず
か
５
年
間
で
日

産
を
再
生
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
ゴ
ー
ン
氏

は
、
２
０
０
５
年
に
日
産
再
生
の
経
営
手
腕
を

高
く
評
価
さ
れ
て
日
産
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高

経
営
責
任
者
）
の
ま
ま
仏
ル
ノ
ー
会
長
兼
Ｃ
Ｅ

Ｏ
の
座
に
就
い
て
日
産
と
と
も
に
資
本
構
成
で

親
会
社
の
ル
ノ
ー
の
ト
ッ
プ
を
兼
務
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
時
期
が
ゴ
ー
ン
氏
の
経
営
者
と
し

て
の
ピ
ー
ク
だ
っ
た
が
、
次
第
に
日
本
で
の
日

産
で
の
経
営
に
携
わ
る
時
間
が
少
な
く
な
っ
て

い
っ
た
。
ゴ
ー
ン
日
産
の
実
態
は
、〝
光
と
影
〞

が
あ
る
。
ゴ
ー
ン
絶
対
権
力
の
下
に
米
Ｇ
Ｍ
と

の
提
携
模
索
や
イ
ン
ド
進
出
へ
の
ス
ズ
キ
提
携

交
渉
な
ど
ゴ
ー
ン
氏
専
心
で
行
わ
れ
た
が
実
を

結
ば
な
か
っ
た
。

　
日
産
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
は
、
北
米
と
中
国

に
重
心
が
大
き
く
寄
る
一
方
で
日
本
市
場
は

な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
何
年

も
新
型
車
投
入
が
な
く
日
産
販
売
シ
ェ
ア
は

落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
間
、
日
産
経
営
陣
は
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
を
謳
っ
て
ゴ
ー
ン
氏
お

気
に
入
り
の
人
材
を
登
用
し
、
日
本
人
プ
ロ

　
カ
リ
ス
マ
経
営
者
が
突
然
、
失
権
す
る
。

権
力
欲
に
よ
る
事
例
は
過
去
も
あ
る
が
、
世

界
に
名
声
を
馳
せ
た
経
営
者
だ
け
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。
日
産
再
生
の
立
役
者
カ
ル

ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
元
会
長
が「
会
社
の
私
物
化
」

で
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
世
界
を

駆
け
巡
っ
た
。
そ
の
ゴ
ー
ン
元
会
長
の
金
融

商
品
取
引
法
違
反
（
高
額
報
酬
の
有
価
証
券

報
告
書
の
虚
偽
記
載
違
反
）
と
会
社
法
違
反

（
特
別
背
任
）
の
刑
事
裁
判
の
行
方
は
司
法

に
委
ね
る
と
し
て
も
、
日
産
内
部
あ
る
い
は

取
締
役
会
で
自
浄
で
き
ず
に
、
司
法
取
引
で

ゴ
ー
ン
追
放
に
断
を
下
し
た
西
川
日
産
現
経

営
陣
の
責
任
を
問
う
声
も
あ
る
。

　

約
20
年
も
日
産
ト
ッ
プ
に
君
臨
し
た
。

カ
リ
ス
マ
経
営
者
が
オ
ー
ナ
ー
で
も
な
い

の
に
長
く
絶
対
権
力
を
持
ち
過
ぎ
た
こ
と

で
勘
違
い
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
長
期
政
権

を
続
け
る
中
で
、
後
継
者
に
譲
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
失
し
た
の
か
、
ま
た
は
日
仏
国
際
連
合
３

社
の
ト
ッ
プ
の
座
に
こ
だ
わ
る
保
身
か
ら
後

継
に
譲
る
つ
も
り
が
な
か
っ
た
の
か
。
い
ず

れ
に
し
て
も
カ
リ
ス
マ
経
営
者
が
後
継
に
譲

る
難
し
さ
が
露
呈
し
た
。

ゴ
ー
ン
チ
ル
ド
レンの
日
産
取
締
役
陣
は

ゴ
ー
ン
絶
対
支
配
下
で
機
能
不
全
に
　

　
90
年
代
に
瀕
死
に
陥
っ
た
日
産
が
仏
ル
ノ
ー

パ
ー
の
中
か
ら
も
〝
ゴ
ー
ン
チ
ル
ド
レ
ン
〞

と
呼
ば
れ
る
人
材
が
ゴ
ー
ン
体
制
を
支
え
た
。

志
賀
俊
之
元
Ｃ
Ｏ
Ｏ
（
最
高
執
行
責
任
者
）、

西
川
廣
人
現
社
長
、
中
村
公
泰
元
副
社
長
な

ど
で
あ
る
。
志
賀
元
Ｃ
Ｏ
Ｏ
は
、
５
年
に
代

表
取
締
役
Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
抜
擢
さ
れ
て
一
時
は

ゴ
ー
ン
後
継
の
最
有
力
と
言
わ
れ
な
が
ら
13

年
に
当
時
の
業
績
悪
化
の
責
任
を
と
ら
さ
れ

る
形
で
Ｃ
Ｏ
Ｏ
を
外
れ
た
。
西
川
現
社
長
は
、

志
賀
氏
に
代
わ
っ
て
業
務
執
行
の
ト
ッ
プ
と

な
り
２
０
１
７
年
４
月
か
ら
ゴ
ー
ン
氏
に
代

わ
っ
て
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就
任
し
た
が
「
相

変
わ
ら
ず
、
日
産
の
〝
顔
〞
は
ゴ
ー
ン
会
長
」

（
株
主
の
声
）
と
実
権
は
ゴ
ー
ン
氏
に
あ
っ

た
。
だ
が
、
ゴ
ー
ン
氏
は
自
分
で
責
任
を
と

ら
な
く
な
っ
た
の
だ
。

日
本
自
動
車
業
界
の
カ
リ
ス
マ
経
営
者
、

鈴
木
修
会
長
の
流
儀
と
は

　

　
ゴ
ー
ン
氏
は
、
3
月
に
65
歳
と
な
っ
た
が
、

志
賀
・
西
川
氏
と
も
に
同
年
で
あ
り
、
次
の

世
代
か
ら
日
産
を
担
う
人
材
の
顔
が
見
え
な

い
。
仏
ル
ノ
ー
に
お
け
る
ゴ
ー
ン
後
継
有
力

者
だ
っ
た
カ
ル
ロ
ス
・
タ
バ
レ
ス
元
Ｃ
Ｏ
Ｏ

は
、
２
０
１
４
年
に
仏
で
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ

る
グ
ル
ー
プ
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
転
出
し
て

い
る
。
こ
と
ほ
ど
左
様
に
、
カ
リ
ス
マ
経
営

者
の
後
継
は
ゴ
ー
ン
絶
対
支
配
に
よ
っ
て
見

え
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
日
本
の
自
動
車
業
界
の
み
な
ら
ず
、

カ
リ
ス
マ
経
営
者
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い

る
の
が
鈴
木
修
ス
ズ
キ
会
長
だ
。
１
９
３
０

年
生
れ
で
御
年
89
歳
を
迎
え
た
が
、
現
役

会
長
と
し
て
健
在
だ
。
鈴
木
修
会
長
は

１
９
７
８
年
に
ス
ズ
キ
（
当
時
、
鈴
木
自
動

車
工
業
）
社
長
に
就
任
し
、
以
来
ス
ズ
キ
を

引
っ
張
っ
て
き
た
。
ス
ズ
キ
を
国
内
で
は
軽

自
動
車
の
雄
に
育
て
上
げ
、
海
外
で
は
誰
よ

り
も
早
く
イ
ン
ド
に
進
出
し
、
今
で
は
圧
倒

的
な
販
売
シ
ェ
ア
で
ス
ズ
キ
の
独
断
場
だ
。

だ
が
、
そ
の
カ
リ
ス
マ
性
が
強
い
が
ゆ
え
に

後
継
に
は
苦
労
し
て
き
た
経
験
が
あ
る
。
し

か
し
、
現
在
は
長
男
の
俊
宏
社
長
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ

を
譲
り
、
自
ら
は
生
産
・
販
売
現
場
を
回
っ

て
「
２
０
３
０
年
に
７
０
０
万
台
の
長
期
指

針
を
も
っ
て
２
０
３
０
年
ま
で
元
気
に
生
き

て
ス
ズ
キ
の
成
長
を
見
届
け
た
い
」
と
大
所

高
所
で
経
営
を
見
守
っ
て
い
る
。

!"



小関眞一（山形日産自動車社長）

日本自動車販売協会連合会（自販連）  会長
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2019 年の新車市場は
 「なだらかな伸び」を予想、
前年を上回る
530万台を見込む

!#



消
費
増
税
の
駆
け
込
み
と

反
動
防
止
策
で
、〝
恒
久
減
税
〞
と

環
境
割
り
減
税
措
置
に
期
待

　
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
が

自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
〝
モ
ビ
リ
テ
ィ
カ
ン

パ
ニ
ー
〞
へ
の
脱
皮
を
掲
げ
、
長
ら
く
堅
持

し
て
き
た
系
列
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
ト
ヨ
タ

店
、
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
店
、
カ
ロ
ー
ラ
店
、
ネ
ッ

ツ
店
、
レ
ク
サ
ス
店
）
の
見
直
し
に
着
手
し

た
。
販
売
会
社
統
合
に
よ
る
効
率
経
営
に
舵

を
切
る
と
と
も
に
、新
会
社「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
」

に
よ
る
新
た
な
ユ
ー
ザ
ー
囲
い
込
み
策
を
打

ち
出
し
て
い
る
。

　
そ
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
は
、
日
本
の
消
費

を
支
え
て
き
た
団
塊
の
世
代
が
い
ま
70
歳
台

の
半
ば
に
差
し
掛
か
り
、
10
年
後
に
は
い
よ

海
外
経
済
の
不
確
実
性
、
金
融
・
資
本
市
場

の
変
動
の
影
響
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
倍
総
理
は
１
月
に

行
わ
れ
た
政
策
方
針
演
説
の
中
で
、
経
済
政

策
に
つ
い
て
、
過
去
６
年
間
の
経
済
成
長
と

税
収
増
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
成
長
と
分
配
の

好
循
環
に
よ
っ
て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
い
ま

な
お
進
化
を
続
け
て
い
る
と
成
長
を
評
価
し
、

さ
ら
に
全
世
代
型
社
会
保
障
へ
の
転
換
、
少

子
高
齢
化
対
策
や
働
き
方
改
革
の
推
進
に
意

欲
を
示
す
ほ
か
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
向

け
て
、
経
済
運
営
に
万
全
を
期
す
方
針
を
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
一
層
の
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。」

年
連
続
で
３
０
０
万
台
を
超
え
、消
費
税
５
％

か
ら
８
％
へ
の
増
税
前
の
水
準
で
あ
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
３
２
６
万
台
も
超
え
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
今
年
１
月
は
前
年
比

１
０
２・３
％
と
２
カ
月
ぶ
り
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
が
、
限
ら
れ
た
新
型
車
や
人
気
車

が
市
場
を
引
っ
張
る
構
図
で
、
全
体
の
底
上

げ
と
い
え
ず
、
市
場
の
強
さ
を
未
だ
肌
で
は

感
じ
ら
れ
な
い
の
が
実
感
で
す
。」

　
「
内
閣
府
が
２
月
１
４
日
に
発
表
し
た

昨
年
10
〜
12
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
速
報
値
は
実

質
、
名
目
と
も
に
プ
ラ
ス
３
％
増
と
、
と
も

に
２
四
半
期
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
成
長
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
１
月
の
月
例
経
済
報
告
で
は
国

内
景
気
の
現
状
に
つ
い
て
、
緩
や
か
に
回
復

し
て
い
る
と
の
判
断
を
13
カ
月
連
続
で
示
し
、

こ
れ
で
２
０
１
２
年
12
月
に
始
ま
っ
た
景
気

拡
大
が
74
カ
月
に
達
し
、
政
府
は
戦
後
最
長

に
な
っ
た
と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。
新
車

販
売
の
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
雇
用
情
勢
は

確
実
に
改
善
し
て
い
る
な
ど
と
し
て
い
る
中

で
、
持
ち
直
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。」

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

成
長
戦
略
と
経
済
運
営
に
期
待
。

し
か
し
不
確
実
な
海
外
経
済
を
警
戒
、

不
安
要
素
も

　
「
一
方
、
通
商
問
題
の
方
向
が
世
界
経
済

に
与
え
る
影
響
や
中
国
経
済
の
先
行
き
な
ど
、

い
よ
自
動
車
を
手
放
し
、
運
転
免
許
を
返
上

す
る
段
階
で
あ
る
こ
と
。
一
方
で
都
市
部
の

若
年
層
は
運
転
免
許
を
取
ら
ず
、
自
動
車
へ

の
興
味
を
持
た
ず
、
携
帯
電
話
や
ゲ
ー
ム
に

興
じ
る
世
代
で
あ
る
。
満
杯
だ
っ
た
都
市
部

の
駐
車
場
の
空
き
が
目
立
つ
。
法
人
ユ
ー
ス

も
自
家
用
車
両
を
減
ら
し
て
い
る
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
。
人
手
不
足
か
ら
事
業
の
見

直
し
を
迫
ら
れ
た
結
果
と
い
え
な
く
も
な
い
。

そ
の
よ
う
な
社
会
環
境
を
踏
ま
え
小
関
会
長

は
、
自
販
連
の
２
０
１
９
年
度
定
時
総
会
の

冒
頭
で
、
次
の
よ
う
に
挨
拶
を
し
た
。

　
「
昨
年
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
を
振
り

返
り
み
ま
す
と
、
登
録
車
の
新
車
販
売
台
数

は
、３
３
４
万
８
０
０
０
台
で
対
前
年
比
１
・

３
％
の
マ
イ
ナ
ス
を
示
し
、
平
成
27
年
以
来
、

３
年
ぶ
り
に
前
年
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
７

　

百
年
に
一
度
の
大
き
な
ウ
ネ
リ
が
自
動
車
業
界
を
襲
っ
て
い
る
。
超
高
齢
化
社
会
の
進
展
で
、
ク

ル
マ
社
会
が
大
き
く
「
所
有
」
か
ら
「
利
用
」
に
価
値
観
が
移
り
、
憧
れ
の
自
動
車
は
単
な
る
移
動
手

段
に
代
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ク
ル
マ
を
必
要
な
時
、
必
要
な
時
間
を
使
う
と
い
う
新
た
な
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
が
台
頭
し
、
自
動
車
流
通
業
界
を
混
乱
に
陥
れ
て
い
る
。
自
家
用
車
を
持
ち
、
週
末
に
家
族

と
買
い
物
や
食
事
に
出
掛
け
る
、
旅
行
を
楽
し
む
と
い
っ
た
カ
ー
ラ
イ
フ
が
変
質
し
て
き
た
か
ら
だ
。

そ
う
し
た
な
か
全
国
の
新
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
加
盟
す
る
日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
（
自
販
連
）

は
今
年
、
創
立
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
２
月
22
日
、
東
京
・
芝
公
園
の
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

総
会
開
催
と
併
せ
て
記
念
式
典
を
催
し
た
。
昨
年
２
月
、
東
北
勢
と
し
て
初
め
て
自
販
連
会
長
に
就

い
た
小
関
眞
一
会
長
は
就
任
２
年
目
を
迎
え
て
、
ど
う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
く
の
か
。
新

車
市
場
の
縮
小
と
い
う
未
曽
有
の
試
練
に
、
新
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
ど
う
立
ち
向
か
っ
て
い
く
べ
き
な

の
か
、
総
会
時
の
ス
ピ
ー
チ
や
翌
週
の
25
日
に
開
か
れ
た
記
者
会
見
で
の
発
言
、
ま
た
弊
誌
独
自
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
再
構
成
し
、
そ
の
思
い
を
ま
と
め
て
み
た
。

（
間
宮 

潔
）
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「
さ
て
税
制
面
で
は
国
、
地
方
を
挙
げ
、

関
係
者
一
丸
と
な
っ
た
要
望
活
動
の
結
果
、

昨
年
12
月
に
だ
さ
れ
た
平
成
31
年
度
税
制
改

正
大
綱
の
な
か
で
、
消
費
税
率
が
10
％
に
な

る
今
年
10
月
１
日
以
降
、
登
録
車
に
か
か

る
自
動
車
税
に
つ
き
ま
し
て
、
年
間
最
大

４
５
０
０
円
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
恒
久
措
置
と
し
て
の
自
動
車
税

引
き
下
げ
は
同
税
創
設
以
来
初
め
て
の
こ
と

で
す
。
加
え
て
駆
け
込
み
・
反
動
防
止
策
と

し
て
、
い
わ
ゆ
る
環
境
性
能
割
り
の
減
税
措

置
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ

る
賜
物
で
、
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。」

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
出
展
の

自
動
運
転
技
術
な
ど
魅
力
あ
る

次
世
代
車
に
期
待
。

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
へ

　
「
今
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
開
催

さ
れ
る
第
46
回
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

２
０
１
９
は
、
自
動
運
転
の
新
技
術
を
採
り

入
れ
た
次
世
代
車
や
魅
力
あ
る
新
型
車
が
多

数
出
展
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

車
フ
ァ
ン
の
拡
大
に
、
大
い
に
貢
献
す
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
我
々
販
売
店
と
し

て
は
引
き
続
き
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
、
市
場

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
い
か
な
る
環
境
変

化
に
耐
え
る
強
固
な
経
営
基
盤
の
確
立
に
向

け
、
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
つ
き
ま
し
て
は
昨
年
１

年
間
の
利
用
件
数
が
稼
働
37
都
道
府
県
で
の

新
規
登
録
で
97
万
８
２
８
件
と
な
り
ま
し
た
。

未
稼
働
支
部
（
県
）
に
お
か
れ
て
は
今
後
、

円
滑
な
導
入
準
備
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。」

　
「
自
販
連
は
本
年
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま

す
。
本
日
開
催
さ
れ
る
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、

出
席
者
も
例
年
に
比
べ
大
幅
に
多
く
、
特
別

な
演
出
も
用
意
し
ま
し
た
。
新
元
号
を
迎
え

た
６
月
に
は
、『
60
年
史
』
や
月
刊
『
自
動

車
販
売
』
の
記
念
特
別
号
発
刊
等
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
本
日
は
、
平
成
最
後
の
定
時
総

会
と
な
り
ま
し
た
。
自
販
連
と
し
て
は
引
き

続
き
山
積
す
る
課
題
に
取
り
組
み
、
未
来
を

見
据
え
た
議
論
を
す
す
め
、
会
員
各
位
の
期

待
に
応
え
て
い
く
所
存
で
す
。」

次
の
10
年
に
向
け
市
場
の
活
性
化
、

顧
客
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
、

強
固
な
経
営
基
盤
の
強
化
を
決
意

　
ま
た
総
会
後
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
で
壇
上
に

あ
が
っ
た
小
関
会
長
は
、
自
販
連
60
周
年
を
振

り
返
り
、
次
の
10
年
に
か
け
る
思
い
を
語
っ
た
。　

　
「
昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年
に
、
自
動
車

販
売
会
社
共
通
の
問
題
の
検
討
、
解
決
を
図

る
た
め
、
い
す
ゞ
、
ト
ヨ
タ
、
日
産
の
三
つ

%!



「雑誌＋Web」のクロスメディア体制を採るNEXT MOBILITY［ https://nextmobility.jp/ ］
このページでは、そのWebチームの活動の一端を抜粋・要約した。

純粋に情報発信する手段を考えた時、速度と量でオンラインが勝る一方で、紙は手に馴染むデバイスとしての秀逸さを持っている。
今回、当媒体を手に取って頂いた「縁あるあなた」には、是非とも我々編集部とのインタラクトな関係造りを愉しんで欲しい。

我々は未来に向けて、そのためのメディアのカタチを模索していく。

の安全性をエンドツーエンドの仮想
環境上でバーチャル検証していくと
いうもの。この検証過程で、数十億
マイルの走行距離に匹敵する膨大な
フィードバックを獲得し、最終的な
車両生産に至る迄の総開発期間の大
幅短縮を目指す。TRI-ADのジェーム
ス・カフナーCEOは「交通事故死傷
者ゼロは、当社が目指している究極

の目標であり、その実現のため実際の
運転中に遭遇し得る状況を無限に再現
できる今回のシミュレーション環境は
未来のクルマ造りに必要不可欠なもの
です」と述べ、一方でNVIDIAのジェ
ンスンフアンCEOは「この協業は、自
動運転車の大規模生産を前提とした画
期的な協業モデルとなります」と話し
ている。

月18日、米国加州で開かれ
たNVIDIAのAI開発者会議

「GTC」で、トヨタ自動車、トヨタ・リ
サーチ・インスティテュート・アドバ
ンスト・デベロップメント（TRI-AD）、
そしてTRIにNVIDIAを加えた４社は
新たな協業事案を発表した。その内容
は、自動運転車の走行実験を一般道で
行う前段階で、車載ソフトウェアとAI

3

NVIDIAとTRI-AD、自動運転ソフトウエアによる検証で協業発表01
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サーバではなく、認証管理・機械学
習・非常時対応など多彩なソリュー
ションが稼働する。
　今後３社はコネクテッドカーから
抽出したビッグデータを基に車両管
理と分析を行い、その結果を手厚い
顧客サービスに変えて提供していく
構え。３社連合で開発を担うカル・モ
ス氏は「我々は自動車業界の先導役

となる新たなクラウド環境の構築に成
功しました」と話す。対してマイクロ
ソフトのEVP、ジャンフィリップ・ク
ルトワ氏は「同サービスは当社にとっ
ても初の戦略的パートナーシップとな
ります」とコメントした。連合最初の
対応車は、ルノーの新型クリオと、日
本・欧州で販売する一部の日産リーフ
に実装される。

ルノー・日産自動車・三菱
自動車工業の３社連合は3月

20日、世界の200市場で「アライアン
ス・インテリジェント・クラウド」の
提供を開始すると発表した。同サー
ビスはマイクロソフトAzureによるク
ラウド環境上で人工知能とIoT技術を
組み合わせたコネクテッドサービス。
それは単なる仮想空間上に置かれた

仏

ルノー・日産・三菱自連合、コネクテッドカーのクラウドサービスを立ち上げ02

携えて新たなフィールドに挑戦してい
くという。その協業内容はインドでス
ズキへHV技術提供。欧州でのEV車
供給。一方、トヨタへはシアズ、エル
ティガのOEM供給。ポーランドでスズ
キ製新型エンジンを生産しトヨタ車に
搭載。インド生産のバレーノ、ビター
ラブレッツァ、シアズ、エルティガをト

ヨタのアフリカ市場向けにOEM供給す
るなど多岐に亘る。豊田章男社長は「ス
ズキとの協業で100年に一度の大変革の
時代を生き抜く力が得られる」と述べ、
鈴木修会長は「欧州やアフリカなど国
際的な進捗を公表することができ大変
嬉しい。将来に向けて精一杯取り組ん
でいきたい」と話している。

ヨタ自動車とスズキは3月20日、
昨年の2月6日に協業提携の覚

書を締結したが、それがいよいよ具体
的な事案の検討に入る。その内容はト
ヨタの電動化技術とスズキの小型車技
術を持ち寄り、生産領域で協業する他、
電動車の普及で互いに協力する等、公
正かつ自由な競争を前提に、共に手を

ト

トヨタとスズキ、より具体的で新しい協業検討で合意に至る03

故解決を目指す。今開発の背景はド
ライブレコーダーの普及に伴い、事故
原因の究明と事故の責任割合を正確
に分析する必要が生じたこと。そこ
で動画を自動分析できる技術開発を
進める。
　ちなみに同社は、広角レンズによる
撮影映像のゆがみを補正し正確な速
度、相対的な距離、位置情報を分析

できる特許技術を有しており、ジェネ
クストのＡＩと組み合わせることで確
度の高い責任割合の判定を自動かつ迅
速に行える。なお損保ジャパン日本興
亜では、「蓄積した事故データと分析
結果を事故の予防や被害の軽減に活用
し、さらなるお客さまサービスの向上
と安心・安全な社会の実現に貢献して
いきます」と結んでいる。

害保険ジャパン日本興亜は２
月８日、映像分析のジェネク

ストと共にドライブレコーダーから取
得した映像とGPS情報から事故状況を
分析し、自動車交通事故の責任割合を
自動算定するシステムを共同開発する
ことで合意した。同システム開発によ
り、自動車交通事故の責任割合を判定
するプロセスを明確にさせ、迅速な事

損

損害保険ジャパン日本興亜、AIによる責任割合自動算定システムを共同開発へ05

対象を一般整備工場へ広げて新たな
予約受付を2月1日より開始した。昨
今の新型車両は少なくとも70～100個
以上の半導体やコントロールユニッ
トなどが所狭しと搭載されており、も
はや目視や感触などの診断手法が通
用しない。
　また先進運転支援システム搭載
車や自動ブレーキ搭載車では、セン

サーやカメラ、レーダー装置の補正技
術も欠かせなくなった。つまり最新の
デジタル診断器と車両システムに対
する高度な知識が必要だ。そこでボッ
シュは、整備事業の効率化をサポート
し、整備資格認定や整備監査など対外
的な技術証明も行うなど、今日求めら
れる整備工場のスキルアップに貢献し
ていく構えだ。

ッシュは2月7日、HV車や自動
運転支援車など最新車の搭載

機能が複雑化していることを前提に、
正確で適切な整備手段を伝えるべく一
般整備工場向けのトレーニングプログ
ラムを実施・展開する。実は同社はこ
れまでも、自社と関わりを持つサービ
スネットワークを対象に手厚い技術教
育を提供してきたのだが、今回は受講

ボ

ボッシュ、最新車両技術の一般整備工場向けトレーニングを提供開始04
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自動車革命の
旗手たち



革命とは見たこともないモノを創ること。異端の夢が世界を変える

素材から先端技術、消費財を背景にしたサービス領域に至るまで、極めて広範な裾野を持つ自動車産業。それが今日激動の只中にある。一方、
過去に於いても新たな自動車像を目指す旗手たちが自らの理想を求めて突き進んできた。ここで一旦、その道を振り返ると自動車がどんな
道を辿って現在に到達したのか。またそこから遠く未来を見据えると、次世代の自動車社会がどういうものになるかが見えてくる。そこで今
号では今日を築いた旗手たちの取り組みを通して自動車革命の姿を解き明かしていく。

特集

自動車革命の
旗手たち



ＥＶシフトが
石油の世界需要を

ピークアウトさせていく

氏
は
、
今
か
ら
70
年
も
前
の
１
９
４
９

年
の
３
月
８
日
、
米
国
の
石
油
学
会
に

対
し
て
「
化
石
燃
料
か
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
（Energy from

 fossilfuels

）」

と
題
し
た
独
自
の
論
文
を
提
出
。
米
国

本
土
に
当
時
の
技
術
を
用
い
て
掘
削
可

能
な
石
油
埋
蔵
量
が
、
実
際
に
ど
れ
だ

け
あ
る
か
を
算
出
し
た
人
物
で
あ
る
。

　
後
に
「
ハ
バ
ー
ト
・
カ
ー
ブ
」
と
呼

ば
れ
、
ム
サ
シ
曲
線
を
思
わ
せ
る
放
物

線
を
背
景
と
し
た
計
算
式
を
根
拠
に
、

同
氏
は
化
石
資
源
に
頼
る
時
代
が
そ
れ

ほ
ど
永
く
続
か
な
い
こ
と
を
示
唆
し
た
。

さ
ら
に
１
９
５
６
年
に
は
「
原
子
力
と

化
石
燃
料
（N

uclearenergy and 
the fossil fuels

）
と
題
し
た
追
加
論

文
を
発
表
。
こ
こ
で
彼
は
、
約
10
年
後

の
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
１
９
７
０

年
代
前
半
に
、
米
国
本
土
の
石
油
生
産

量
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
、
減
産
に
向

か
う
と
主
張
し
た
。

経
済
・
経
営
環
境
を
問
わ
ず
、

年
を
追
う
毎
に
厳
し
さ
を
増
す

化
石
燃
料
へ
の
環
境
圧
力

　

し
か
し
当
時
の
米
国
は
、
石
油
メ

ジ
ャ
ー
が
原
油
産
出
で
巨
万
の
富
を
築

　
２
０
１
９
年
４
月
を
以
て
30
年
に
及

ん
だ
平
成
が
終
わ
る
。
そ
ん
な
「
平

成
」
の
序
開
き
を
紐
解
く
と
、
当
時
の

社
会
が
「
ピ
ー
ク
・
オ
イ
ル
論
」
を
認

識
し
始
め
た
時
期
だ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

そ
れ
は
バ
ブ
ル
経
済
の
飽
和
が
浮
き
彫

り
に
な
り
始
め
た
西
暦
１
９
９
０
年
前

後
。
日
本
で
は
石
油
資
源
を
海
外
輸
入

に
頼
る
不
安
定
さ
を
憂
い
つ
つ
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
に
も
気
遣
い
、
遠
出
の

た
め
に
ス
テ
ア
リ
ン
グ
を
握
っ
た
と
し

て
も
倹
約
を
心
掛
け
る
。
そ
ん
な
時
代

を
迎
え
た
頃
で
あ
る
。（
坂
上 

賢
治
）

地
球
物
理
学
を
背
景
に
、

今
か
ら
70
年
前
に
巻
き

起
こ
っ
た
石
油
採
掘
を
巡
る
革
命

　
ピ
ー
ク
・
オ
イ
ル
論
と
い
う
の
は
、

地
質
学
者
の
素
養
を
持
ち
な
が
ら
シ
ェ

ル
石
油
に
勤
務
し
て
い
た
マ
リ
オ
ン
・

キ
ン
グ
・
ハ
バ
ー
ト
氏
（M

arion.
king.H

ubbert

／
１
９
０
３
年
テ
キ

サ
ス
州
生
ま
れ
・
１
９
８
９
年
没
）
が

提
唱
し
た
地
殻
下
の
石
油
埋
蔵
量
を
算

出
す
る
た
め
の
理
論
（
地
球
物
理
学
で

は
ハ
バ
ー
ト
・
ピ
ー
ク
理
論
と
呼
ば
れ

て
い
る
）
を
指
し
て
い
る
。
ハ
バ
ー
ト

'"



特集
自動車革命の旗手たち

紀
目
前
に
な
っ
て
経
済
減
速
が
始
ま
り
、

こ
の
楽
観
説
が
否
定
さ
れ
る
。

石
器
時
代
は
石
が
消
え
て

終
わ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
時
代
は

石
に
代
わ
る
モ
ノ
を
見
つ
け
て
い
く

　
そ
れ
以
降
、
世
界
規
模
で
地
球
環
境

の
保
全
が
叫
ば
れ
始
め
た
が
、
現
実
に

環
境
対
応
が
急
速
に
進
む
こ
と
は
な
く

１
９
９
７
年
の
日
本
で
実
施
さ
れ
た
京

都
議
定
書
の
履
行
も
停
滞
。
そ
こ
で
こ

う
し
た
流
れ
を
契
機
に
、
人
類
を
支
え

る
資
源
が
い
つ
の
時
代
も
潤
沢
に
用
意

さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
声
高
に
叫

ば
れ
る
空
気
が
育
ま
れ
始
め
た
。

　
併
せ
て
こ
の
種
の
課
題
に
１
９
７
０

年
代
か
ら
関
心
を
持
っ
て
い
た
元
米
国

副
大
統
領
の
ア
ル
・
ゴ
ア
氏
が
「
企
業

は
伝
統
的
な
利
潤
追
求
に
加
え
、
社
会

環
境
に
対
す
る
責
任
も
要
求
す
る
す
る

べ
き
」
と
新
た
な
企
業
へ
の
投
資
ス
タ

イ
ル
を
提
唱
。
当
時
、
生
産
ラ
イ
ン
か

ら
１
台
の
ク
ル
マ
が
造
ら
れ
る
毎
に
90 

barrel

（
1
バ
レ
ル
が
約
１
５
９
リ
ッ

ト
ル
に
相
当)

の
石
油
を
消
費
す
る
と

さ
れ
て
い
た
自
動
車
業
界
も
、
こ
う
し

た
社
会
要
請
に
応
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
。
そ
れ
は
近
年
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車（
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）や
燃
料
電
池
車（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）

誕
生
の
原
動
力
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、

今
日
の
バ
ッ
テ
リ
充
電
式
Ｅ
Ｖ
（
Ｂ
Ｅ

Ｖ
）
な
ど
様
々
な
電
動
車
誕
生
の
礎
に

も
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
ピ
ー
ク
・
オ
イ
ル
論
は
、
も
と
も

と
絶
対
的
な
地
下
資
源
の
埋
蔵
量
の
大
小

よ
り
も
、
採
掘
可
能
な
生
産
コ
ス
ト
が
高

く
な
っ
て
い
け
ば
、
物
理
的
に
採
掘
不

可
能
へ
と
近
づ
く
こ

と
を
示
唆
す
る
理
論

で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
実
は
地
殻
の
石

炭
・
石
油
の
み
な
ら

ず
、
全
て
の
鉱
物
資

源
も
同
理
論
は
あ
て

は
ま
る
。

　

つ
ま
り
ハ
バ
ー

ト
・
カ
ー
ブ
が
指
し

示
す
人
類
の
危
機

は
、
Ｅ
Ｖ
が
石
油
を

原
資
と
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
一
切
使
わ
な

く
な
っ
た
と
し
て
も

続
く
。
と
い
う
の
は
、

近
年
の
次
世
代
車
製

造
の
原
資
は
、
何
も
石
油
資
源
だ
け
で

な
い
か
ら
だ
。

　
バ
ッ
テ
リ
を
筆
頭
に
車
載
装
備
と
し

て
加
速
度
的
に
そ
の
数
量
が
増
し
て

い
る
半
導
体
な
ど
、
未
来
の
ク
ル
マ
に

は
稀
少
金
属
な
ど
の
鉱
物
資
源
が
引

き
続
き
欠
か
せ
な
い
。
１
９
４
９
年
に

ハ
バ
ー
ト
氏
が
示
し
た
資
源
の
課
題
は
、

自
動
車
産
業
界
の
み
な
ら
ず
人
類
共
通

の
課
題
と
し
て
今
後
も
続
く
。

く
真
っ
只
中
で
あ
っ
た
か
ら
、
多
く
の

専
門
家
や
石
油
会
社
は
彼
の
主
張
を
冷

遇
し
た
。

　
け
れ
ど
も
１
９
７
１
年
に
ア
ラ
ス
カ

と
ハ
ワ
イ
を
除
く
米
国
48 

州
で
、
ハ

バ
ー
ト
氏
の
想
定
通
り
石
油
の
生
産
量

が
頂
点
に
到
達
。
そ
の
後
、
今
日
の

シ
ェ
ー
ル
革
命
を
迎
え
る
ま
で
、
米
国

で
石
油
生
産
量
が
再
び
上
向
く
こ
と
は

な
く
、
石
油
業
界
は
ハ
バ
ー
ト
氏
が
打

ち
立
て
た
理
論
の
正
し
さ
を
受
け
入

れ
ざ
る
得
な
く
な
っ
た
。
た
だ
そ
の
後
、

ピ
ー
ク
・
オ
イ
ル
論
は
中
東
の
石
油
採

掘
の
活
況
さ
に
か
き
消
さ
れ
、
語
ら
れ

る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
一
時
期
、
歴
史

の
表
舞
台
か
ら
消
え
た
。

　

同
理
論
が
再
浮
上
し
た
の
は
日
本

が
「
平
成
」
を
迎
え
た
頃
だ
。
米
国
で

は
情
報
技
術
の
進
展
で
「
景
気
循
環
が

消
滅
す
る
」、「
イ
ン
フ
レ
な
き
成
長
が

持
続
す
る
」
と
い
う
空
論
と
も
思
え
る

ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
論
が
ま
こ
と
し
や

か
に
語
ら
れ
始
め
、
実
際
、
当
時
の
米

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
１
９
９
１
年
に
マ
イ

ナ
ス
０
・５
％
を
記
録
し
た
後
、
平
均

成
長
率
３
・６
％
・
イ
ン
フ
レ
率
２
・

０
％
の
景
気
拡
大
が
続
い
た
が
、
21
世

'(



爆発的収益の裏に過酷さも
垣間見える電動車戦略。
日の丸企業の未来を占う

協
和
音
が
出
始
め
た
。

　
ま
た
そ
も
そ
も
欧
州
で
Ｂ
Ｅ
Ｖ
化
を

推
し
進
め
る
に
は
充
電
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
が
課
題
だ
。
資
源
採
掘
か
ら
消
費
を

一
括
し
た
ウ
エ
ル
・
ツ
ー
・
ホ
イ
ー
ル

（w
ell to w

heel

）
の
見
地
で
考
え
る

と
、
化
石
燃
料
の
採
掘
か
ら
最
終
使
用

ま
で
の
総
合
評
価
で
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
車
を
超

え
る
電
力
の
ク
リ
ー
ン
化
と
低
炭
素
化

が
不
可
欠
で
あ
り
、
か
つ
安
全
保
障
上
、

リ
ス
ク
の
低
い
国
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸

入
を
促
進
す
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。

　

従
っ
て
地
続
き
の
中
国
や
ロ
シ
ア

か
ら
化
石
燃
料
を
輸
入
す
る
ケ
ー
ス

は
、
後
々
制
限
枠
が
掛
か
る
可
能
性
が

な
い
と
は
言
え
な
い
。
ゆ
え
に
東
欧
の

一
部
を
取
り
込
ん
だ
欧
州
で
の
Ｂ
Ｅ

Ｖ
化
は
、
参
加
各
国
の
お
国
事
情
次
第

と
い
う
足
枷
が
あ
る
。

電
動
車
戦
略
を
打
ち
出
す

国
際
企
業
と
そ
れ
を
受
け
入
れ
る

中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
親
和
性

　
対
し
て
世
界
の
年
間
新
車
販
売
の
ほ

ぼ
３
割
・
１
億
台
に
到
達
し
た
ア
ジ
ア

の
雄
、中
国
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車（N

ew
 

Energy V
ehicle

：
Ｎ
Ｅ
Ｖ
）
規
制

置
き
続
け
た
戦
略
か
ら
、
主
力
を
ア
ッ

パ
ー
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
に
移
行
さ
せ
る
な

ど
両
雄
の
経
営
戦
略
に
は
異
差
が
生
じ

始
め
て
い
る
。

　
対
し
て
欧
州
は
、欧
州
中
央
銀
行（
Ｅ

Ｃ
Ｂ
）
が
金
融
政
策
を
転
換
さ
せ
て
政

策
緩
和
を
伴
う
景
気
支
援
策
を
発
表
し

た
。
政
策
金
利
は
米
国
を
横
目
に
現

行
水
準
に
据
え
置
く
意
向
。
ま
さ
に
リ

セ
ッ
シ
ョ
ン
（
景
気
後
退
）
回
避
の
動

き
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

欧
州
で
Ｂ
Ｅ
Ｖ
化
戦
略
を

推
し
進
め
る
可
能
性
は
、

各
国
企
業
の
お
国
事
情
次
第

　
欧
州
の
頼
み
の
綱
の
ド
イ
ツ
経
済
は
、

Ｖ
Ｗ
が
２
０
１
５
年
９
月
に
端
を
発
す
る

リ
コ
ー
ル
コ
ス
ト
２
兆
円
の
影
響
を
含
む

デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
か
ら
完

全
に
抜
け
出
せ
ず
内
憂
状
況
に
あ
る
。

　

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
を
批
判
し
続
け

る
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
レ
ジ
ョ
ー
ヌ
デ
モ

も
依
然
続
い
て
お
り
、
イ
タ
リ
ア
政
府

は
、
中
国
の
一
帯
一
路
に
お
も
ね
る
方

針
を
打
ち
出
し
た
途
端
に
長
期
国
債

が
下
落
。
Ｅ
Ｕ
議
会
選
挙
の
直
前
の
こ

の
段
階
で
集
団
体
制
の
足
並
み
に
不

　
Ｅ
Ｖ
を
取
り
巻
く
２
０
１
９
年
の
世

界
経
済
は
、
個
々
の
地
域
毎
に
モ
ザ
イ

ク
化
が
よ
り
鮮
明
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
環
境
変
化
は
、
自
動

車
産
業
自
体
が
世
界
を
相
手
と
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
ゆ
え
に
、
電
動

化
に
関
わ
る
戦
略
遂
行
上
に
於
い
て
難

し
い
舵
取
り
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。（
坂
上 

賢
治
）

安
定
し
た
経
済
環
境
ゆ
え
に

戦
略
構
築
の
方
策
で
余
裕
を

覗
か
せ
る
米
自
動
車
メ
ー
カ
ー

　
こ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
つ
い
て

俯
瞰
し
て
い
く
と
、
特
に
北
米
エ
リ
ア

は
今
の
と
こ
ろ
経
済
面
で
最
も
余
裕

が
あ
る
。
た
だ
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
が
金
利
引
き
上
げ
が
年
内

１
回
の
み
と
、
お
よ
そ
凍
結
に
近
い
状

況
に
落
ち
着
か
せ
る
結
果
に
な
っ
た
た

め
、
あ
ま
り
楽
観
視
し
過
ぎ
る
の
は
禁

物
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
そ
う
し
た
な

か
フ
ォ
ー
ド
は
、
海
外
事
業
の
ス
リ
ム

化
を
断
行
し
て
北
米
に
経
営
資
産
を
集

中
。
同
地
域
工
場
を
テ
コ
入
れ
し
て
新

Ｂ
Ｅ
Ｖ
を
数
年
以
内
に
市
場
投
入
す
る
。

一
方
で
Ｇ
Ｍ
は
、
小
型
Ｅ
Ｖ
に
中
核
を

')



　
毎
年
1
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス

で
開
催
さ
れ
る「
Ｃ
Ｅ
Ｓ（
シ
ー
・
イ
ー
・

エ
ス
）」
は
自
動
車
業
界
に
と
っ
て
モ
ー

タ
ー
シ
ョ
ー
に
並
ぶ
注
目
す
べ
き
イ
ベ
ン

ト
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
家
電
見
本
市
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
常
に
最
先
端
の
技
術

分
野
を
取
り
入
れ
続
け
、
１
６
０
に
も
の

ぼ
る
地
域
か
ら
18
万
人
以
上
が
参
加
す
る

世
界
最
大
規
模
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
イ

ベ
ン
ト
は
、
そ
の
年
で
最
初
に
開
催
さ
れ

る
こ
と
か
ら
注
目
度
も
高
く
、
そ
こ
で

発
表
さ
れ
た
話
題
は
世
界
か
ら
集
ま
る

６
０
０
０
以
上
の
メ
デ
ィ
ア
に
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
る
。

　

自
動
車
関
連
の
出
展
は
、
当
初
カ
ー

オ
ー
デ
ィ
オ
が
中
心
だ
っ
た
が
、
電
子
部

品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
カ
ー
ナ
ビ
メ
ー
カ
ー

へ
と
拡
が
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
か
ら
Ｅ
Ｖ

へ
と
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
の
に
あ
わ
せ
て

国
際
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
イ
ベ
ン
ト

「
C
E
S
」を
検
証
す
る

世
界
最
大
規
模
の
展
示
会
に
見
る
注
目
す
べ
き
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
と
こ
れ
か
ら
の
変
化

")



が
登
壇
し
て
い
る
。
同
月
に
開
催
さ
れ
る

デ
ト
ロ
イ
ト
・
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
に
先
行

し
て
新
車
両
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

と
う
と
う
来
年
か
ら
開
催
時
期
を
６
月
に

ず
ら
す
こ
と
に
し
た
と
発
表
し
て
い
る
。

出
展
の
中
心
は
Ｅ
Ｖ
ブ
ラ
ン
ド

と
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー

　
だ
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
に
あ
わ
せ

た
Ｃ
Ｅ
Ｓ
の
変
化
は
驚
く
ほ
ど
早
い
。
自

動
運
転
車
関
連
の
出
展
は
す
で
に
一
段
落

析
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
感
情
や
状
況
に
あ

わ
せ
て
提
供
す
る
と
い
っ
た
Ｓ
Ｆ
映
画
の

よ
う
な
技
術
が
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
出

展
さ
れ
る
の
が
Ｃ
Ｅ
Ｓ
で
あ
り
、
そ
こ
が

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
と
の
大
き
な
違
い
で
も

あ
る
。

　
以
前
は
各
社
か
ら
様
々
な
コ
ン
セ
プ
ト

カ
ー
や
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が
出
展
さ
れ
て
い

た
が
、
今
年
は
全
体
的
に
数
は
減
り
、
各

社
が
展
開
す
る
Ｅ
Ｖ
ブ
ラ
ン
ド
車
両
だ
け

に
な
っ
て
い
る
。
メ
ル
セ
デ
ス
ベ
ン
ツ

は
「
Ｅ
Ｑ
」
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
レ
ー
シ
ン
グ

カ
ー
「V

ision EQ
 Silver A

rrow

」
を
、

日
産
は
「
リ
ー
フe

＋
」
や
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
「N

ISSA
N
 

LEA
F N
ISM
O
 RC

」
を
出
展
。
ア
ウ

デ
ィ
は
間
も
な
く
日
本
で
も
発
売
さ
れ
る

「e-tron

」
と
そ
れ
に
乗
っ
て
体
験
す
る

車
内
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
の
「holoride

（
ホ
ロ
ラ
イ
ド
）」
を
発
表
し
た
。
会
場
の

都
合
で
試
乗
に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
が
少
な

か
っ
た
の
も
あ
る
が
、
一
般
向
け
に
試
乗

会
を
実
施
し
て
い
る
の
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
ぐ
ら
い

で
、
他
の
メ
ー
カ
ー
と
は
離
れ
た
エ
リ
ア

で
次
世
代
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー
の
「V

ision 
iN
EX
T

」
を
展
示
し
て
い
た
。

　
巨
大
な
会
場
で
５
０
０
０
近
い
ブ
ー
ス

が
出
展
さ
れ
る
Ｃ
Ｅ
Ｓ
で
は
、
い
か
に
来

場
者
の
注
目
を
集
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な

が
る
か
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
が
重
要
に
な

大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
出
展
が
増
え
て

い
く
。
２
０
１
３
年
に
ト
ヨ
タ
が
レ
ク
サ

ス
Ｌ
Ｓ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
自
動
運
転
車
を

発
表
し
た
の
を
機
に
、
翌
年
に
各
社
が
こ

ぞ
っ
て
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
や
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
を
発
表
し
た
こ
と
で
、
自
動
車
業
界
の

注
目
度
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。

　
展
示
会
の
前
日
に
行
わ
れ
る
プ
レ
ス
向

け
発
表
会
で
多
く
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が

発
表
す
る
よ
う
に
な
り
、
最
も
注
目
さ
れ

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
キ
ー
ノ
ー
ト
に
、
昨
年

は
フ
ォ
ー
ド
の
ジ
ム
・
ハ
ケ
ッ
ト
Ｃ
Ｅ
Ｏ

し
、
今
年
は
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
や
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
（M

obility as a Service 

＝

マ
ー
ス
）
を
中
心
に
、
ワ
ン
マ
イ
ル
モ

ビ
リ
テ
ィ
、
Ｌ
Ｓ
Ｅ
Ｖ
（Low

 Speed 
E
lectric V

ehicle

＝
低
速
電
気
自
動

車
）
へ
と
展
示
内
容
は
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　

超
高
速
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
５
Ｇ
」
使
い
、
高
精
度
の
セ
ン
サ
ー

や
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
化
し
た
自
動
車
と
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
通
信
し
、
ク
ラ
ウ
ド
に
収

集
し
た
情
報
を
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
で
分

国際エレクトロニクスイベント「CES」を検証する

"&



　

集
積
回
路
設
計
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開

発
を
手
掛
け
る
米
・
シ
ノ
プ
シ
ス
と
国
際
的

な
非
営
利
団
体
Ｓ
Ａ
Ｅ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
が
、
世
界
の
自
動
車
産
業
を
対
象
に

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
実
態
調
査
を

実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
車
載
技

術
企
業
が
同
領
域
で
の
熾
烈
な
技
術
競
争

で
後
れ
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
深
刻
な
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
日
本
シ
ノ
プ
シ
ス
合
同
会

社
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
は
２
月
20
日
、
東

京
都
内
で
記
者
会
見
を
開
き
、
自
動
車
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
同
調
査
内
容

を
日
本
の
報
道
陣
に
公
表
し
た
。

　

会
見
で
調
査
の
内
容
を
解
説
し
た
同
社
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
・
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
、

シ
ニ
ア
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
ト

の
岡
・
デ
ニ
ス
・
健
五
氏
は
、「
車
載
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
に
関
わ
る
全
て
の
技
術
企
業
は
、
今

後
、
早
々
に
ト
ッ
プ
自
ら
が
率
先
し
て
号
令

を
掛
け
、
最
先
端
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
導
入
を
促
し
、よ
り
迅
速
に
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
専
用
チ
ー
ム
の
創
設
を
急
ぐ
よ
う
指

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
公
開
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
は
『
最
先
端
の
自

動
車
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
：
自
動
車
業
界
の
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

に
関
す
る
調
査
』
と
題
し
た
も
の
。
こ
の

調
査
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
問
題
の
専
門
調
査
機
関
で
あ
る
ポ
ネ
モ

ン
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
（Ponem

on 
Institute

）
に
委
託
。
調
査
対
象
企
業
の
選

定
は
Ｓ
Ａ
Ｅ
が
主
導
し
た
。

　
こ
こ
で
調
査
対
象
者
と
し
た
の
は
、
全
世

界
の
自
動
車
業
界
に
係
る
Ｉ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
専
門
家
と
、
車
載
技
術
に
関
わ
る
エ

ン
ジ
ニ
ア
か
ら
抽
出
さ
れ
た
延
べ
５
９
３
人

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
達
で
、
彼
ら
か
ら

自
動
車
産
業
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分
野
で

世
界
か
ら
後
塵

シ
ノ
プ
シ
ス
と
Ｓ
Ａ
Ｅ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
る

「
自
動
車
業
界
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
調
査
」
か
ら

深
刻
な
実
情
が
明
ら
か
に

(!



　
環
境
優
良
車
普
及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ

Ｏ
）
は
２
月
20
日
、
東
京
・
霞
が

関
で
「
電
動
バ
ス
に
関
わ
る
最
近
の

動
向
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

会
を
開
催
し
た
。
欧
州
の
公
共
交
通

の
主
役
で
あ
る
バ
ス
が
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
か
ら
電
動
車
両
に
大

き
く
置
き
換
わ
る
中
で
、
日
本
に
お

け
る
大
型
車
で
の
電
動
化
の
立
ち

遅
れ
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
国
土
交

通
省
で
は
今
夏
ま
で
に
、
電
動
バ
ス

の
普
及
策
を
取
り
ま
と
め
る
計
画

で
、
そ
う
し
た
中
で
講
演
会
が
開
催

さ
れ
、
交
通
事
業
者
や
大
型
車
メ
ー

カ
ー
、
地
方
自
治
体
な
ど
関
係
者
が

多
く
参
加
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
林
敏
則
理
事

長
は
「
環
境
優
良
車
普
及
機
構
は
創

立
20
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、
最

近
注
目
を
集
め
て
い
る
電
動
バ
ス
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
で
き
る
こ

と
は
光
栄
だ
。
地
球
温
暖
化
対
策
の

目
標
達
成
に
向
け
て
、
運
輸
部
門
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
３
割
を
占
め
る
バ

ス
、
ト
ラ
ッ
ク
の
排
出
量
削
減
が
重

要
で
、
国
、
運
送
事
業
者
に
お
い
て

種
々
の
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

温
暖
化
対
策
の
積
極
的
貢
献
の
カ
ギ

は
、
電
動
化
に
よ
る
性
能
向
上
と
さ

れ
て
い
る
。
バ
ス
車
両
に
お
い
て
も

注目される電動バス。
CO2削減で電動化は避けて通れず、

燃料電池車も視野に

("



（
自
動
車
基
準
調
和
世
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

で
審
議
、
採
択
さ
れ
れ
ば
、
２
０
２
０
年

１
月
頃
、
発
効
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
の

見
通
し
を
示
し
た
。

　
基
準
案
の
内
容
は
、
静
止
車
両
に
対
し

て
時
速
40
㎞
で
接
近
し
た
場
合
に
衝
突
し

な
い
こ
と
。
ま
た
時
速
５
㎞
で
横
断
す
る

歩
行
者
に
対
し
て
時
速
30
㎞
で
接
近
し
た

場
合
に
衝
突
し
な
い
こ
と
な
ど
が
規
定
さ

れ
て
い
る
。
加
え
て
シ
ス
テ
ム
の
作
動
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
知
ら
せ
る
た
め
、
緊
急
制

動
の
０
・
８
秒
前
ま
で
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に

警
告
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

「
基
準
案
は
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
を

搭
載
す
る
場
合
の
要
件
を
規
定
し
た
も
の

で
、
搭
載
を
義
務
付
け
る
も
の
で
は
な
く
、

義
務
付
け
は
各
国
で
判
断
す
る
こ
と
に
な

２
０
２
０
年
ま
で
に
新
車
（
乗
用
車
）
で

の
搭
載
率
を
９
割
以
上
と
す
る
政
府
目
標

が
あ
り
、
業
界
を
挙
げ
て
普
及
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
２
０
１
７
年
１
月
、
国

連
欧
州
本
部
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
で
開
催
さ

れ
た
「
ブ
レ
ー
キ
と
走
行
装
置
に
関
す
る

専
門
分
科
会
」
第
83
回
会
合
で
は
日
本
の

提
案
で
、
乗
用
車
等
の
衝
突
被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
の
国
際
基
準
作
り
が
始
ま
っ
て
い

る
。
わ
が
国
は
Ｅ
Ｕ
と
と
も
に
具
体
的
な

要
件
を
決
め
る
専
門
家
会
議
の
議
長
を
務

め
、
議
論
を
リ
ー
ド
し
て
き
て
お
り
、
今

年
１
月
に
は
分
科
会
の
後
継
で
あ
る
「
自

動
運
転
専
門
分
科
会
」
第
２
回
会
合
で
基

準
案
が
合
意
さ
れ
た

と
奥
田
局
長

は
こ
の
間
の
経
緯
を
説
明
し
た
。「
基
準

案
は
今
年
６
月
に
開
か
れ
る
Ｗ
Ｐ
２
９

　

国
土
交
通
省
の
奥
田
哲
也
自
動
車
局

長
は
２
月
28
日
、
月
例
の
記
者
会
見
を
行

い
、
乗
用
車
な
ど
へ
の
普
及
が
期
待
さ
れ

る
先
進
緊
急
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｅ

Ｂ
Ｓ
）
の
装
着
義
務
化
に
つ
い
て
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
動
向
な
ど
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
今
後
、
関
係
者
の
検
討
会
で
の

議
論
を
経
て
決
め
て
い
き
た
い
」
と
前
向

き
な
考
え
を
示
す
と
と
も
に
、「
重
要
な

装
置
に
つ
い
て
、
日
本
が
そ
の
知
見
と

デ
ー
タ
を
用
い
て
提
案
し
、
国
際
的
な
議

論
を
主
導
で
き
た
。
安
全
性
向
上
と
国
際

競
争
力
の
強
化
の
観
点
で
意
義
が
あ
っ

た
」
と
強
調
し
た
。

　

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
と
も
呼

ぶ
緊
急
自
動
ブ
レ
ー
キ
は
事
故
の
防

止
、
被
害
の
軽
減
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
、

る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
ほ
か
会
見
内
容
は

以
下
の
通
り
。

 

過
疎
地
な
ど
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
が
や

り
や
す
く
な
る
環
境
整
備
へ
の
取
り
組
み
は

 

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
自
家
用
有
償
運

送
を
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
地
域
の

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
円
滑
に
構
築
す
る

た
め
に
、
昨
年
３
月
に
「
自
家
用
有
償
旅

客
運
送
の
導
入
円
滑
化
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
自
治
体
な
ど
の
関

係
者
に
周
知
を
図
っ
て
き
て
い
る
。
加
え

て
地
域
交
通
を
巡
る
公
共
交
通
利
用
の
減

少
と
か
、
交
通
事
業
者
の
赤
字
運
営
な
ど

の
課
題
に
対
し
て
、
持
続
可
能
で
地
域
最

適
な
利
便
性
の
高
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
維
持
確
保
を
実
現
す
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
政
策
の
あ
り
方
な
ど
幅
広
く
検
討
す

行政Watch

奥
田
哲
也
・

自
動
車
局
長
会
見

先
進
緊
急
ブ
レ
ー
キ
の
装
着
義
務
化
に
意
欲

国交省

)!



企画特集

の
高
性
能
化
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
バ

イ
ス
搭
載
数
の
増
加
も
要
求
す
る
。

そ
の
た
め
、
限
り
あ
る
搭
載
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
に
は
各
部
品
の
小
型
化

も
近
年
の
命
題
だ
。
ま
た
、
部
品
点

数
の
増
加
は
車
両
価
格
の
著
し
い

高
騰
を
ま
ね
く
恐
れ
も
あ
り
、
部
品

や
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
と
い
っ
た

課
題
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

課
題
解
決
に
寄
与
す
る
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
が
「
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
」
と
「
Ｋ

Ａ
Ｂ
Ｒ
Ａ
」
で
あ
る
。

ウ
ェ
ー
ハ
外
周
枠
を
残
し

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
性
を
向
上

　
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
は
、
現
在
一
般
的
な

材
料
で
あ
る
シ
リ
コ
ン
を
使
っ
た
半

導
体
製
造
プ
ロ
セ
ス
中
の
、
後
工
程

で
行
う
ウ
ェ
ー
ハ
バ
ッ
ク
グ
ラ
イ
ン

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
だ
。
バ
ッ
ク
グ

ラ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、
シ
リ
コ
ン

ウ
ェ
ー
ハ
の
表
面
に
回
路
な
ど
の
デ

バ
イ
ス
加
工
を
施
し
た
後
（
前
工

程
）、
裏
面
を
研
削
し
ウ
ェ
ー
ハ
を

薄
く
す
る
工
程
。
厚
さ
は
顧
客
の
要

望
に
よ
り
異
な
る
が
、
例
え
ば
約

60
μ
ｍ
な
ど
極
薄
レ
ベ
ル
ま
で
加
工

す
る
。
一
般
の
半
導
体
で
は
小
型
化
、

低
背
化
を
目
的
に
薄
化
を
行
う
が
、

パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
の
場
合
は
低
オ
ン

抵
抗
化
と
い
っ
た
性
能
向
上
の
た
め

に
薄
化
を
行
う
。

　
通
常
、
当
加
工
で
は
ウ
ェ
ー
ハ
全

体
を
均
一
に
薄
化
す
る
の
が
一
般
的
。

一
方
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
で
は
ウ
ェ
ー
ハ

最
外
周
を
リ
ン
グ
状
に
残
し
（
約

３
㎜
程
度
）、
内
側
の
み
を
薄
化
す

る
。
残
し
た
最
外
周
で
薄
い
内
側
を

支
え
る
こ
と
で
、
搬
送
時
に
剛
性
を

保
持
す
る
た
め
だ
。
同
社
営
業
技
術

部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
リ
ー

精
密
加
工
装
置
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
株
式
会
社
デ
ィ
ス
コ
（
以
下
、

デ
ィ
ス
コ
）
が
提
供
す
る
パ
ワ
ー
デ

バ
イ
ス
向
け
の
加
工
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
が
「
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
（
タ
イ
コ
）」

と
「
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｒ
Ａ
（
カ
ブ
ラ
）」
だ
。

独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
さ
れ
た
こ

れ
ら
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
自
動
車
分

野
で
も
特
に
車
載
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス

の
製
造
に
お
い
て
、
生
産
性
向
上
を

実
現
、
さ
ら
に
今
後
期
待
さ
れ
る
Ｅ

Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
な
ど
の
先
進
技

術
に
も
貢
献
す
る
。

自
動
車
の
技
術
革
新

が
生
む
様
々
な
課
題

　
自
動
車
分
野
で
、
近
年
特
に
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
車
載
パ
ワ
ー
デ
バ

イ
ス
だ
。
自
動
車
用
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
を
支
え
る
こ
の
半
導
体
デ
バ
イ

ス
は
、
パ
ワ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ
や
Ａ

Ｂ
Ｓ
の
油
圧
バ
ル
ブ
な
ど
、
従
来
か

ら
数
多
く
の
自
動
車
内
の
電
動
部
品

を
制
御
す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
近
年
は
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
（
先

進
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
）
や
Ｅ
Ｖ
、

自
動
運
転
車
な
ど
の
制
御
に
も
不
可

欠
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
需
要
拡

大
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
進
化
を
続
け
る
自
動
車

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
車
載
デ
バ
イ
ス

次世代の自動車社会
を支える企業を探る

車載パワーデバイスの需要増や
進化に独自の製造技術で挑む

生産性向上やコスト低減を実現する「TAIKO®」「KABRA®」

ディスコ

TAIKOの技術が投入さ
れた装置DAG810。最
大Φ８インチのワークサ
イズに対応する。

右のTAIKOで製造したウェーハは反りがなく搬送しやすい。一方、左の従来プロセスによるウェーハ
は反ってしまい、ハンドリング性がきわめて悪い。
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企画特集

ト
材
が
無
く
て
も
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
が

可
能
で
、
コ
ス
ト
低
減
に
も
貢
献
、

ア
ウ
ト
ガ
ス
の
問
題
も
回
避
す
る
こ

と
が
出
来
る
。

　
ま
た
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
ウ
ェ
ー
ハ
は

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
性
が
向
上
す
る
た
め
、

薄
化
後
の
ウ
ェ
ー
ハ
前
面
を
一
括
で

検
査
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
工
程
の
際
、
不
良
チ
ッ

プ
を
除
外
す
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、

コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
が
る
。
従
来
は

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
後
に
抜
き
取
り
方

式
で
行
っ
て
い
た
製
品
検
査
な
ど
も
、

ウ
ェ
ー
ハ
レ
ベ
ル
で
の
全
数
検
査
が

可
能
。
不
具
合
の
あ
る
ウ
ェ
ー
ハ
を

早
い
段
階
で
除
外
で
き
、
製
造
プ
ロ

セ
ス
の
信
頼
性
が
向
上
。ま
た
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
ま
で
加
工
し
た
後
に
不

具
合
が
判
明
す
る
と
い
う
無
駄
も
省

け
、
低
コ
ス
ト
化
に
も
つ
な
が
る
。　
　

前
出
の
小
林
氏
は
、
こ
れ
ら
は
「
特

に
自
動
車
分
野
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

点
」
だ
と
い
う
。
前
述
の
通
り
、
自

動
車
部
品
は
コ
ス
ト
低
減
が
課
題
の

ひ
と
つ
で
あ
る
と
共
に
、
人
命
に
関

わ
る
た
め
高
い
信
頼
性
が
求
め
ら
れ

る
か
ら
だ
。

次
世
代
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス

製
造
に
向
け
た
新
技
術

　
一
方
、
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｒ
Ａ
は
、
半
導
体

素
材
と
し
て
今
後
普
及
が
期
待
さ
れ

る
Ｓ
ｉ
Ｃ（
シ
リ
コ
ン
カ
ー
バ
イ
ド
）

ウ
ェ
ー
ハ
を
製
造
す
る
新
技
術
だ
。

ウ
ェ
ー
ハ
製
造
工
程
で
イ
ン
ゴ
ッ
ト

を
ス
ラ
イ
ス
し
Ｓ
ｉ
Ｃ
ウ
ェ
ー
ハ
を

製
造
す
る
際
に
、
従
来
の
ワ
イ
ヤ

ソ
ー
に
よ
る
加
工
に
代
え
て
レ
ー
ザ

を
使
用
。
ス
ラ
イ
ス
時
間
の
短
縮
や

ウ
ェ
ー
ハ
取
り
枚
数
の
増
加
、
品
質

向
上
な
ど
を
実
現
す
る
も
の
だ
。

　

同
社
営
業
技
術
部
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
灰
本
氏
に
よ
る

と
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
「
京
都
で
古
い

歴
史
を
持
つ
野
菜
の
京
か
ぶ
ら
を
千

枚
漬
け
す
る
切
り
方
、『
か
ぶ
ら
切

り
』
か
ら
命
名
」
し
た
と
い
う
。
こ

ウ
ェ
ー
ハ
サ
ポ
ー
ト
材
を
接
着
す
る
。

だ
が
、
後
の
高
温
・
真
空
プ
ロ
セ
ス

で
接
着
材
料
か
ら
ア
ウ
ト
ガ
ス
が
発

生
す
る
こ
と
で
、
製
品
の
歩
留
ま
り

や
品
質
の
低
下
を
招
く
と
い
う
問
題

が
あ
っ
た
。
そ
の
点
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

で
製
造
し
た
ウ
ェ
ー
ハ
は
、
サ
ポ
ー

ダ
ー
の
小
林
氏
に
よ
る
と
、
名
前
の

由
来
は
「
和
太
鼓
」。
内
側
の
薄
い

鼓
面
が
外
周
で
支
え
ら
れ
て
い
る
点

が
似
て
い
る
た
め
だ
。

　
こ
の
技
術
は
、
ウ
ェ
ー
ハ
薄
化
後

に
裏
面
側
に
も
電
極
を
形
成
す
る
な

ど
、
プ
ロ
セ
ス
が
継
続
す
る
場
合
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
車
載
パ
ワ
ー
デ

バ
イ
ス
な
ど
も
こ
れ
に
該
当
し
、
通

常
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
薄
い
ウ
ェ
ー
ハ

は
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
性
が
悪
い
。
そ
の

た
め
、
従
来
工
程
で
は
ウ
ェ
ー
ハ
を

支
え
る
た
め
に
、
回
路
が
あ
る
表
面

に
保
護
テ
ー
プ
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の

株
式
会
社
デ
ィ
ス
コ 

営
業
技
術
部 

マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ 

リ
ー
ダ
ー
の
小
林
義
和

氏
（
左
）と
、
同
部
同
グ
ル
ー
プ
の
灰
本
隆

志
氏（
右
）。

ウェーハのバックグラインディングで、裏面の最外周を残し内側のみ薄くする技術。最外周が薄い内側を支えるため
ハンドリング性がよく、高温・真空プロセスで接着材を使わないのでアウトガスも出ない。ウェーハレベルで全品検査
が行えるなどのメリットもある。

TAIKOの特長
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